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10
月
の
初
め
、
周
防
大
島
町
を
会
場
に

「
地
方
創
生
実
践
塾
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
方
創
生
実
践
塾
と
は
講
義
や
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
地
域
活
性
化
に
つ
い

て
の
専
門
的
な
知
識
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
全
国
各
地
で
開

催
し
て
お
り
、
今
回
周
防
大
島
が
地
方
創

生
の
先
進
的
事
例
の
場
と
し
て
選
ば
れ
ま

し
た
。 

　

台
風
の
影
響
で
出
席
で
き
な
い
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
全
国
か
ら
26
人

の
地
方
自
治
体
職
員
や
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
集
ま
り
ま
し
た
。
2
泊
3
日
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
定
住
促
進
の
歩
み
や
観
光
協

会
事
務
局
長
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
移
住
者
の

お
話
、
山
形
県
朝
日
町
で
地
域
振
興
を
さ

れ
て
い
る
佐
藤
恒
平
氏
と
の
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
、
瀬
戸
内
ジ
ャ
ム
ズ
ガ
ー
デ
ン
視

察
な
ど
参
加
者
の
方
に
は
周
防
大
島
の
取

り
組
み
を
十
分
に
知
っ
て
頂
け
る
い
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
再
確
認
で
き

た
こ
と
は
周
防
大
島
に
は
周
防
大
島
に
対

す
る
「
愛
」
を
持
っ
た
人
が
集
ま
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
言
葉
に
す
る
と
少

し
照
れ
く
さ
い
で
す
が
、
島
に
暮
ら
す
私

た
ち
の「
愛
」が
周
防
大
島
を
魅
力
的
に
し
、

周
防
大
島
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
人
々

に
も
伝
わ
り
、
地
方
創
生
に
繋
が
っ
て
ゆ

く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
次
回
の
海
掃
除
は
11
月
18
日
㈮

午
後
３
時
30
分
か
ら
久
賀
の
ビ
ー
玉
海
岸

で
行
い
ま
す
。
漂
着
ご
み
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
一
緒
に
き
れ
い
な
海
岸
の
景
色
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

周防大島町定住促進協議会
☎０８２０（７４）１００７

▲佐藤恒平氏と泉谷勝敏氏のトークセッションの様子
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　地家室、中原神社のイチョウは巨木であるが他の
場所のものとは違っている。このイチョウの要素は、
平成６年の調査によると次のとおりである。高さ２０
m、目通り幹囲は４．１５ｍ、根回りは１０．５ｍ。枝
張りは東側に約７ｍ、西側に約６ｍ、南側に約１０ｍ、
北側に約８．５ｍである。
　枝については、他の場所のイチョウの主枝の太さ
に比べて細くて角に細い枝が多数出て、全体として
大変込み合っている。葉も他の場所のイチョウの葉に
比べてやや小さい。種子は、他の場所のイチョウと比
べて丸く、外のやわらかい皮を取った後の内種子（銀
杏）も丸い。銀杏１００個あたりの平均で、長さ２㎝、
幅２．１㎝であることから、この数値でも丸いことが

周 防 大 島 の 文 化 財

中原神社のイチョウ（地家室）
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証明できる。
　稜線は全て 2 本で長さ、幅、大きさの変異は非常
に少ない。銀杏のなる量は、近くの雄株の状態に影響
されるが、非常に多いように思われた。
　根元には大小の子苗が密生していた。屋代島ではこ
こから子苗を持っていく人もいるという。ここと同じ
ようなイチョウの木が屋代島内にもあるという。

〈周防大島町文化財保護審議会　副会長　南　敦〉


